
国
労
本
部
は
10
月
21
日
に
JR
貨

物
会
社
へ
「
２
０
１
５
年
度
年
末

手
当
」
の
支
払
い
に
関
す
る
申
し

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

厳
し
い
生
活
実
態

JR
貨
物
社
員
・
家
族
は
厳
し
い

生
活
実
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る

状
況
か
ら
、
会
社
対
し
て
、
期
末

手
当
で
「
何
と
し
て
も
生
活
改
善

を
し
た
い
」
と
願
う
社
員
・
家
族

の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
切
実
な

気
持
ち
を
踏
み
躙
る
こ
と
の
な
い

よ
う
強
く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

貨
物
社
員
の
生
活
実
態
と
し
て
、
２

０
１
５
年
春
闘
で
は
、
16
年
連
続
と
な

る
ベ
ア
・
ゼ
ロ
の
回
答
を
行
い
、
夏
季

手
当
は
昨
年
に
続
き
１
・
３
６
ヶ
月
分

の
超
低
額
回
答
で
し
た
。

JR
貨
物
会
社
側
は
、
支
払
日
を
12
月

７
日
の
週
を
予

定
し
、
回
答
に

つ
い
て
11
月
９

日
の
週
後
半
を

考
え
て
い
る
と

示
し
ま
し
た
。

JR
東
日
本
に

年
末
手
当
申
し
入
れ

国
労
東
日
本
本
部
は
、
10
月
21
日
年

末
手
当
３
・
５
ヶ
月
分
の
国
労
統
一
要

求
に
加
え
、
55
歳
以
上
の
社
員
減
額
見

合
、
社
員
に
準
じ
た
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ

フ
社
員
へ
の
支
払
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
の

精
勤
手
当
の
基
準
定
額
単
価
の
増
額
を

求
め
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

貨
物
協
で
ハ
ガ
キ
行
動

毎
回
取
り
組
ん
で
い
る
ハ
ガ
キ
行
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
JR
貨
物
・
石
田

会
長
宛
て
の
ハ
ガ
キ
で
、
貨
物
に
働
く

社
員
の
切
実
な
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

貨
物
会
社
は
５
期
連
続
と
な
る
経
常

黒
字
を
確
保
し
昨
年
度
は
貨
物
会
社
発

足
以
来
最
高
益
と
な
る
当
期
純
利
益
80

億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

何
と
し
て
も
要
求
実
現
に
向
け
て
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

11
月
に
入
り
気
温
が
下
が
り
朝
晩
は

肌
寒
く
な
り
ま
し
た
。
紅
葉
も
見
ご
ろ

に
な
り
ま
し
た
。

弥
彦
神
社
で
は
菊
祭
り
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
弥
彦
公
園
の
も
み
じ
が
見

ご
ろ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
キ
ノ
コ

狩
り
も
は
じ
ま
り
秋
真
っ
只
中
で
す
。

今
年
も
あ
と
２
ヶ
月
あ
ま
り
で
す
。

時
間
が
過
ぎ
る
の
が
早
く
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
寒

い
日
は
温
泉
が
最
高
で
す
ね
。
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①支払額は、２０１５年１２月１日現在の基準内賃金の

３．５ヶ月分の額とすること。

②２０１５年１２月４日までに支払うこと。

③期間率、成績率及び５５歳以上の者の取り扱い等、支

払い条件を大幅に改善すること。

④支払いにあたっては公平・公正に行い、社員間・組合

差別は絶対に行わないこと。

⑤調査期間内に５５歳に達した者は、５５歳到達時の１

００％を算定基礎額とすること。

⑥契約社員及び臨時社員についても、社員と同様の取り

扱いとすること。

ＪＲ東日本関係

●「成績率」の適応について、「増減額」は１０/１０

０を限度として改訂実施すること。

●満５５歳以上の社員は、満５５歳に達する日の属する

月の末日における基準内賃金３・５ヶ月分の額とする。

●グリーンスタッフ社員についても社員に準じた取り扱

いを行うこと。

●エルダー社員の精勤手当について、基準定額単価をそ

れぞれ５０００円引き上げること。


